









編 集 後 記
今号か ら本誌は発刊後4年 自に入 ります。、この機会 に本誌の編集がどの ように行なわれているか
を御紹介 します。
今号の執筆者 を決めた編集委 員会は昨年の9月27日に吹田地区のさわらび小会議室で開かれま し
た.こ の席で研 究・一 ト三編 談話室 ヰ 編の原案力・作られ揃 号までの内容 との重複の恐れ,執
筆者 の所属分野の傾 りをチェックして,・今:号め執筆老力:決りま した。.なお研 究ノー トのうち一編は
当初の予定 の方が外国出張されたのでジ委 員長 が替の方 を依頼 しま した。表紙 にっいては桐山先生
にお・願いす ることが決 りました。1
執筆していただいた原稿は12月19日に豊 中地区の待兼山会館小会議室で開かれた委 員会に持寄 り,
他のセンターか らの澄知 らせなどと共 に割付げが行なわれ,委 員がすべ ての原稿 に眼を通 していま
す。 この席では 次号の予定につい ℃も相談が行なわれ,14号の郵筆者 が決 りました。
こうして整理の済 んだ原稿 は低温センタ」を窓 口として,発 注,校 正,印 削,発 行,発 送 という
順序を経 て,読 老の皆様 のお手許 に届いて澄 ります。
編集委 員は全 部で14名です が,セ ンターの運営 に直接 に関係 しているのはわずか2名 で,他 は ユ
ーザーか ら成っています6こ のセンターだ よりが,単 なる広報誌以上 の内容を持 っていると委 員一
同 自負して澄 りますが,そ れはユーザーの積極的な協力のおかげだ と思われ まーす 。
現在この"セ ンターだより"は1,200部印刷され学 内外に広 く配布され ています。本誌が 日本の
低温に関す る情報誌 とい う地位 を築 くこ とを願 って編集 作業に携 っています。
(山 本 純 他)
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